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１．はじめに  

 2011年 3月 11日に発生した東日本大震災により，沿岸

線に位置する仙石線では津波による線区の流出等の被害

を受けた。特に被害の大きかった陸前大塚・陸前小野間に

おいては，高台移転する東松島市のまちづくり計画にあわ

せ，鉄道施設の移設工事を行っている（図１）。計画され

ている高台のまちづくり（造成区間）の高さは T.P.+22m

であり，高台へのアプローチ区間においては高架構造を採

用している。起点方高架橋の勾配は 24.4‰，延長約 425m

である。一方，終点方高架橋は勾配 23.5‰，延長約 653m

であり，このうち 135mは鳴瀬川橋りょうの手前に位置す

る既設高架橋を嵩上げし再利用する計画である。本稿では，

既設高架橋の改築計画について報告する。 

２．既設高架橋再利用に伴う嵩上げ計画の概要  

 終点方のアプローチ高架橋の側面図を図 2 に示

す。また，移設に伴う各高架橋の縦断勾配の変更量

と平面移動量を表 1に示す。既設 R1は縦断変更量

と平面移動量が共に大きいため，撤去・新設するこ

ととし，それ以外の高架橋，桁においては再利用す

る計画としている。 

次に嵩上げの施工方法の比較表を表 2に示す。ジ

ャッキアップ工法は柱の切断のみであるため，高架

橋をブロック単位で嵩上げすることが可能である。

しかし，嵩上げ時にはスラブ等にねじれを生じさせ

ないために複数のジャッキを反力調整し，高架橋の

バランスを保持することが必要となる。また，嵩上

げ量も大きいことからジャッキ等の設備も増え，コ

ストアップとなる。一方，クレーン工法は，撤去・

新設工法とほぼ同額であるが，作業条件とクレーン

の吊能力から桁を分割する必要があり，柱と梁スラ

ブの切断・再接合では様々な課題が生じる。しかし，

撤去・新設工法を採用した場合には，材料の安定供

給上のリスクがあるため，工期が最も短く，材料供

給のリスクが少ないクレーン工法を採用し，課題解

決に取り組んだ。 
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施工条件 

①ﾜｲﾔｰｿｰにて梁ｽﾗﾌﾞ・柱の切断、撤去 

②柱・ｽﾗﾌﾞを新設 

③橋りょう部はｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟにて扛上 

①ﾜｲﾔｰｿｰにて柱の切断 

②上部ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ 

③柱の打ち継ぎ 

①柱・梁切断後，ﾔｰﾄﾞ内に仮置き 

②ﾍﾞﾝﾄ組立後，桁の再架設 

③梁スラブ・柱の打ち継ぎ 

課題 
・ｺﾝｸﾘｰﾄの確保 

・軌道工事への影響 
・工事費の増加 

・ﾔｰﾄﾞの確保 

・一般通行の確保 

概算工期 10ヶ月 8ヶ月 5.5ヶ月 

工事費 ○ △ ○ 

評価 ○ △ ◎ 

 

表 2 工法の比較 

図 2 既設高架橋側面図 

嵩上げ 

高架橋名 既設R1 既設R2 既設R3

縦断勾配 20.0‰ ⇒ -23.5‰

橋長（m） 65.0 65.0 50.5

縦断変更量（m） +8.67～6.25 +5.76～3.34 +1.58～0.59

平面移動量（m） 3.8～0.04 0.04～0 0

表 1 高架橋の縦断変更量および平面移動量 

図 1 移設計画の全体概要
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３．既設高架橋嵩上げの施工計画 

 クレーン工法による既設高架橋の施工手順を図 3に示す。このうち，ポイントとなる作業の施工計画につい

て以下に記述する。 

３.１. 桁の切断・撤去について 

 使用するクレーンは，作業ヤードの条件を考慮

し，350t クレーン 2 台による相吊りを基本とし

た。桁の分割箇所は，切断による影響が極力小さ

くなるように桁の自重作用時にせん断力が 0 と

なる箇所から，クレーンの設置箇所，作業半径，

吊能力等を考慮し，既設 R2（橋長約 65m,重量約

680ｔ）は 6分割，既設 R3（橋長約 50.5m，重量

約 540t）は 5分割する計画とした（図 4）。 

３.２.柱接合部の鉄筋について 

 撤去完了後，梁スラブ・柱の鉄筋のはつり作業を行い，所定の位

置まで嵩上げしたベント上に，撤去とは逆の順番で再架設を行う。

その後，梁スラブ・柱それぞれを接合することで高架橋を構築する

が，縦断勾配が上り勾配から下り勾配となることで，図 5に示すよ

うに柱の鉄筋に交差角が生じる。交差角のある柱鉄筋を接合するた

めに，柱の鉄筋に曲げ加工を施す必要があるが，上下の鉄筋が輻輳

しベンダーを用いることができないため，加熱矯正による曲げ加工

とした。加熱矯正の際は品質低下を防ぐため，温度チョークを用い

て温度管理を行うこととしている。また，柱鉄筋の接合はガス圧接

を基本とするが，上下の鉄筋が隣接しガス圧接が出来ない箇所では

フレア溶接を採用することとした。 

３.３.柱接合部のコンクリート打設について 

 柱接合部のコンクリート打設では，上部にスラブがあるため，上

部からコンクリート打設することができず，柱側面に開口窓を設け

て打設する必要がある。また，内部振動機の挿入も困難なため，普

通コンクリートでは充てん不足等が懸念された。このため，自己充

てん性に優れた高流動コンクリートを使用することを検討した。高

流動コンクリートであっても，密に配筋された鉄筋により筒先のコ

ンクリートがスクリーニングされ，材料分離することが懸念された

ため，鋼材のあきを考慮した性能ランクⅠの高流動コンクリート

（呼び強度 27N/mm2，スランプフロー65cm，粗骨材の最大寸法 20mm）

を用いた試験打設を行った。試験の結果，材料分離や充てん不足が

生じないことが確認できたことから，実際の施工に用いることとし

た（写真 1）。 

４.おわりに 

 以上，計画段階で考えられる課題の検討を行い，1月現在，既設

高架橋の撤去作業を行っている（写真 2）。今後，施工を進める中

で生じる課題を早期に解決し，仙石線の早期復旧に向けて安全かつ

確実に工事を進めていきたい。 

図 3 施工手順 

作業ヤード整備

ベント設備組立

梁スラブ・柱切断

350ｔクレーン組立

桁撤去

ベント嵩上げ

鉄筋はつり出し

桁架設

350ｔクレーン解体

梁スラブ・柱接続

ベント設備解体

図 4 梁スラブの撤去順序 

写真 1 試験打設の状況 
＜脱型後＞ ＜打設時＞ 

図 5 柱接合部 

写真 2 宇津神田橋りょう撤去状況 
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